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2浜松市の概要

●人口︓780,408人
（2025年6月1日現在）

●面積︓1,558.11k㎡
（全国2位）

●産業別就業者数の割合︓
1次 3.5％
2次 33.4％
3次 61.7％

●農業産出額︓522億円
（全国6位）

73㎞

52㎞



3浜松版MaaS構想 〜コンソーシアム活動の指針〜

目指す方向性（基本理念）
ヒト・モノ・コトをモビリティで“繋ぐ”と浜松の暮らしはもっと輝く

人口減少・少子高齢化で限られた資源（ヒト・モノ・コト）をモビリティで繋ぎ、持続可能な都市を目指します。
さらに、ヒトの移動にとどまらない価値を創出し、浜松での暮らしをより豊かにし、来訪者にとっての魅力も高めていきます。

共助・共創

官民が連携し、モビリティサービスを生み出すプロジェクト創出を支援。
様々なプロジェクトが立ち上がり、創発性の高いエコシステムを形成。

会員の参画 将来像の共有・
地域課題の深掘

アイデアを
共創

会員による
実証・実装

課題の解決・
Well-Being向上事例の情報発信

浜松市モビリティサービス推進コンソーシアム

2020年4月1日設立
共同幹事︓浜松市、遠州鉄道㈱、スズキ㈱持続可能なまちづくり

の主役として、企業や
行政とともに新たな取
組を考える

市民
他社や市民との共創に
より、新たな取組を創
出。自社事業として持
続的に運営を担う

企業・大学等

共助・共創のコーディ
ネーター役。コンソー
シアムを運営し、新た
な取組の創出を支援

行政 推進体制（推進基盤）



4浜松市モビリティサービス推進コンソーシアム

共同幹事︓浜松市、遠州鉄道㈱、スズキ㈱
アドバイザリー会員︓MONET Technologies㈱
一般会員︓市内外から募集
事務局︓浜松市（デジタル・スマートシティ推進課）

2020年4月1日設立
会員数 発足時︓66

現在︓159

企業・大学等市民

行政

共助・共創
＋

業種横断の共創
＋

市外の関係人口

〜浜松版MaaS構想の推進体制〜

 サービス創出に向けたセミナー・ワークショップ
 先進事例や会員の取組等の情報共有、会員間マッチング
 実証実験や実装に向けた支援（フィールド提供、ステークホルダー間調整等）

取組内容
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出典︓経済産業省

デジタルライフライン全国総合整備計画



6ドローン航路

ドローン航路 ConOps（運用概念）より
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/siryou3dronekouroconopsunnyougainenan.pdf

ドローン運航事業者が共同で利用可能な空間

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/siryou3dronekouroconopsunnyougainenan.pdf


7浜松市におけるドローン利活用の推進体制

ドローン利活用推進部会
◆目的

本市におけるドローン利活用の取組を官民連携でより一層推進し、社会実装を目指す。
◆活動内容

・ドローン利活用に関する情報交換（国や市場の動向、会員の取組等）
・会員による取組や連携促進 等
※年2、3回程度の会議開催、Slack等での情報・意見交換
※実装を目指すプロジェクトの可視化

共同幹事︓浜松市、遠州鉄道㈱、スズキ㈱
アドバイザリー会員︓MONET Technologies㈱
一般会員︓市内外から募集
事務局︓浜松市（デジタル・スマートシティ推進課）

浜松市モビリティサービス推進コンソーシアム

2020年4月1日設立
会員数 発足時︓66

現在︓159

2023年12月設置
部会員数︓61
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2025年3月25日 開通式

• 実際にドローン航路の仕様や
規格を定め、社会実装を行っ
たのは世界初の事例。

• 行政としては、住民説明や調
整主体と調整先との橋渡しを
実施。また、ドローン飛行に
必要となる離着陸場所の確保
に協力。

ドローン航路の整備範囲

天竜川水系のドローン航路整備

開通式・テープカットの様子

2025年5月15日 ドローン航路導入／運航ガイドライン

• 経産省及びIPAが、ドローン航
路サービスの品質確保や相互運
営性の確保等を目的に、2種の
ガイドライン及び附属書を規範
として策定。
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撮影データ利活用
河川巡視
緊急的状況把握

地域の医療機関や
介護施設向け
医薬品の物流

浜松市におけるドローン・ユースケース

×

・平時にドローン航路を構築、利用することで災害時も速やかに対応
・人口減少下において協調領域を構築することで生活サービスを維持
・ドローンやAI等の活用によりインフラ管理を効率化、高度化



10ユースケース① 中山間地域におけるドローン医薬品配送

あたご診療所
小出眼科
巡回診療 くすり東海堂薬局

二俣ドローンデポ

③処方せんFAX

①診察
②処方 ⑤ドローンデポへ

持ち込み

⑥ドローン配送
⑦受け渡し
⑧支払い

阿多古地域

④オンライン服薬指導

二俣地域

（同敷地内）

・通院不可な患者
・定期オンライン利用者

（処方せん原本）

阿多古ドローンデポ

運送



11ユースケース② 河川点検

ドローン輸送時に河川の撮影からのデータを提供
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